
三遠南信地域社会雇用創造事業の
取り組みについて

平成22年11月12日

三遠南信地域連携ビジョン推進会議

第第第第18回三遠南信回三遠南信回三遠南信回三遠南信サミットサミットサミットサミット2010 in 南信州南信州南信州南信州「「「「風土風土風土風土」」」」分科会分科会分科会分科会

三遠南信地域社会雇用創造事業

１

内閣府の「地域社会雇用創造事業」に応募し、採択（53事業者の応募のうち、採択は全国12事業者）

平成22年3月24日から平成24年3月31日まで２ 事業期間

(1) 社会起業インキュベーション事業

(2) 社会的企業※人材創出・インターンシップ事業

※ 社会的企業とは

少子化、環境被害、地域の衰退などの社会的課題について、事業性を確保し
ながら自主的かつ積極的に取り組むＮＰＯ法人等をいう。

４ 事業内容

次の３分野において、社会起業インキュベーション事業及び社会的企業人材
創出・インターンシップ事業を行うことにより、雇用創造のネットワーク・
システムを構築し、社会的企業による継続的な雇用創造を図る。

(1）自然資源を活用した雇用創造分野

（森林ビジネス、地域資源活用ビジネス）

(2) 地域づくりによる雇用創造分野

（まちづくりビジネス、中山間地域ビジネス）

(3) 安心安全を確保するための雇用創造分野

（食農ビジネス、福祉介護・医療ビジネス）

３ 事業目的

７億円（平成22年3月24日交付決定）１ 事業費
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社会雇用創造事業による県境を越える雇用創造
ネットワーク構築

①課題認識

製造業の激変・中山間地域の衰退

県境地域の一体化・250万流域都市圏の創造

２

地域の多くの分野での派遣切り等による雇用危機

→地域の社会不安へ

大学や産業、行政の緊密な連携による分野間の雇

用流動化

自治体・経済団体連合体であるSENAが産業間の人

材流動の媒体・ネットワークとなる

１１１１ 課課課課 題題題題

２２２２ 対対対対 策策策策

３３３３ 流流流流れのれのれのれの

創出創出創出創出

②事業対象人材と雇用創造分野

事業対象人材 地域社会雇用創造事業 社会雇用創造分野

社
会
的
企
業
の
起
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
社
会
的
企
業
で
の
就
業

○企業内からの起業
（シニア層、スピンアウト）

○ふるさと起業人材
（大都市流出層）

○地域内起業
（主婦、学生）

○全国からのＩターン起業

○非就業者

○学生

○シニア層

インキュベーションインキュベーションインキュベーションインキュベーション人材人材人材人材

インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ人材人材人材人材

インキュベーションインキュベーションインキュベーションインキュベーション
事業事業事業事業

起業起業起業起業 90909090人人人人

インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ
事業事業事業事業

研修修了生研修修了生研修修了生研修修了生 888800000000人人人人

○自然資源分野
・森林ビジネス
（林業、森林案内、森林療法、
CSR活動）
・地域資源活用ビジネス
（地域観光参加、自然エネル
ギー利用）

○地域づくり分野
・まちづくりビジネス
（まちづくりコーディネー
ター、イベントサービス業、
交通サービス、飲食関連）

・中山間地域ビジネス
（山間居住サポート、山間産
物加工）

○安全安心分野
・福祉介護・医療ビジネス
（福祉、介護、障害者施設）

・食農ビジネス
（農業、農産品販売）

雇用創造

３

toki
テキストボックス
- 42 -

toki
線



インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ事業事業事業事業インキュベーションインキュベーションインキュベーションインキュベーション事業事業事業事業

選定・評価委員会

ＳＥＮＡ社会的企業人材育成委員会

インキュベー
ション機関

インキュベー
ション機関

インキュベー
ション機関

コーディネート機関 コーディネート機関

③推進体制及び基金の運用・管理方法

○○○○基金基金基金基金のののの管理方法管理方法管理方法管理方法

ＳＥＮＡ事務局で管理（規程設置）

特別会計の設置（基金繰入金、事業経費）

○○○○基金基金基金基金のののの運用方法運用方法運用方法運用方法

金融機関への預金により運用

○○○○基金基金基金基金からのからのからのからの支払支払支払支払いいいい事務事務事務事務のののの管理方法管理方法管理方法管理方法

出納員の設置（浜松市会計管理者）

ＳＥＮＡＳＥＮＡＳＥＮＡＳＥＮＡ

森林NPO 観光公社
中山間地
NPO

農芸会社

協力
機関

協力
機関

自然エネル
ギー会社 ・・・

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

４

④社会的企業人材創出・インターンシップ事業

５

１ 事業概要

年収見込額が基準を下回るなどの条件を満たし、研修を修了した方
に150,000円を支給

(6)活動支援金

無料(5)研修の受講料

研修修了生1名につき135,000円を交付(4)研修生受入機関

に対する交付金

30日間 （2年間で6期開催。各期の研修は概ね3ヶ月程度の期間で
実施。研修生受入機関での分野別研修26日間、SENAが実施する集合
研修4日間）

(3)研修日数

研修修了生 800人(2)目標

ＮＰＯ法人等と連携し、非就業者、学生、シニア層などを対象とし
たインターンシップ（職場体験）研修を実施し、社会的企業への就
業を支援するもの。

(1)事業内容

２ 実施状況・スケジュール

7月20日～

9月30日

6月21日～

7月9日

1期

11月～

平成24年1月

7月～10月4月～7月平成23年1月11日
～3月31日

10月1日～

12月24日

研修実施
期間

9月～10月6月～7月平成23年

2月～3月

11月4日～

12月3日

8月16日～

9月14日

研修生

募集期間

6期5期4期3期2期

平成23年度平成22年度期

項目
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④社会的企業人材創出・インターンシップ事業

６

４ 研修生の状況 （単位：人）

第１期 18機関 23コース

第２期 32機関 36コース

計（延べ）50機関 59コース

東三河地域東三河地域東三河地域東三河地域 遠州地域遠州地域遠州地域遠州地域

南信州地域南信州地域南信州地域南信州地域

３ 研修生受入機関の状況

第１期 7機関 7コース

第２期 13機関 15コース

第１期 1機関 1コース

第２期 6機関 7コース

第１期 10機関 15コース

第２期 13機関 14コース

研修中5661646667東三河

研修中1591739397103合 計

研修中3035223南信州

研修中7377272933遠 州

修了者研修生申込者修了者研修生申込者

第２期第１期

全域全域全域全域

区 分

⑤社会起業インキュベーション事業

７

１ 事業概要

起業した方に提供（上限220万円）(5)起業支援金

起業研修講座の開催、起業アドバイザーの紹介(4)起業支援

2年間で4期開催。書類審査（１次審査）及びプレゼンテーション審
査（２次審査）により選定。１次審査通過者にはブラッシュアップ
指導を行う。

(3)プラン・コンペ

ティション

90名の起業(2)目標

新たな雇用を創出するため、三遠南信地域において社会的企業の創
業・事業化を目指す方を支援するもの。

「社会起業プラン・コンペティション」により優秀な事業計画を選
定し、その策定者に対して起業支援を実施する。

(1)事業内容

２ 実施状況・スケジュール

9月上旬7月中旬12月下旬10月25・26・29日2次審査

8月下旬7月上旬12月中旬10月中旬ブラッシュアップ

8月中旬6月下旬12月上旬10月5・8日１次審査

8月中旬6月下旬11月30日9月30日締 切

5月8月18日募集開始

４期３期２期１期

平成２３年度平成２２年度期

項目
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⑤社会起業インキュベーション事業

８

３ 社会起業プラン・コンペティション

起業支援開始

ＳＥＮＡ社会的企業人材育成委員会による最終決定
※選定評価委員会は企業経営者、学識経験者等で構成

……選定評価委員会※によるプレゼンテーション審査２次審査

……地域審査委員（各地域の起業アドバイザー）による書類審査１次審査

１次審査通過者に対するブラッシュアップ指導

（２）審査の流れ

（１）応募要件

・三遠南信地域において、地域内の課題やニーズに対応した社会的企業を起業し、かつ継続的に事業を展
開できる方。

・個人として応募する方。（現在企業等に所属している場合でも個人として応募することができる。）

・起業する事業は新たに企画されたものであること。建設、土木事業でないこと。

（３）第１期の状況 （単位：人）

101114東三河

161926合 計

122南信州

5610遠 州

２次審査通過者１次審査通過者応募者区 分

⑥今後の展開について

・ＳＥＮＡと研修生受入機関（ＮＰＯ、企業、大学・研究機関）との人材育成に
おける連携

・ＳＥＮＡと社会的企業の起業家との連携

●三遠南信地域の県境を跨いだ行政、経済界、大学・研究機関、住民団体の連携
を活かし、継続的に流域都市圏を支える「「「「雇用創造雇用創造雇用創造雇用創造ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの構築構築構築構築」」」」を図る。

＜雇用創造ネットワークのイメージ＞

・ 大学・研究機関、ＮＰＯ、企業による人材育成

・ 行政や経済界が連携した雇用のマッチアップ

・ 社会的企業の起業家と経済界とのパートナーシップ構築

・ 金融機関による社会的企業の起業家へのバックアップ

・ 継続性のある社会的企業人材育成体制の構築

●「新しい公共」の担い手としての社会的企業に対する育成支援

９
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